
１ 議 事 日 程（第１日） 

   （平成２７年第２回有田川町議会定例会） 

平成２７年６月３日 

午前９時３０分開会 

於 議 場 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 日程第２ 会期の決定 

 日程第３ 諸般の報告 

 日程第４ 報告第１号 専決処分の承認を求めることについて 

             平成２６年度有田川町一般会計補正予算（第８号） 

 日程第５ 報告第２号 専決処分の承認を求めることについて 

             平成２６年度有田川町国民健康保険事業特別会計補正予算 

             （第４号） 

 日程第６ 報告第３号 専決処分の承認を求めることについて 

             平成２６年度有田川町後期高齢者医療特別会計補正予算（第 

             ５号） 

 日程第７ 報告第４号 専決処分の承認を求めることについて 

             平成２６年度有田川町介護保険事業特別会計補正予算（第４ 

             号） 

 日程第８ 報告第５号 専決処分の承認を求めることについて 

             平成２６年度有田川町特別養護老人ホーム等事業特別会計補 

             正予算（第１号） 

 日程第９ 報告第６号 専決処分の承認を求めることについて 

             平成２６年度有田川町簡易水道事業特別会計補正予算（第４ 

             号） 

 日程第10 報告第７号 専決処分の承認を求めることについて 

             平成２６年度有田川町公共下水道事業特別会計補正予算（第 

             ２号） 

 日程第11 報告第８号 専決処分の承認を求めることについて 

             平成２６年度有田川町農業集落排水事業特別会計補正予算 

             （第１号） 

 日程第12 報告第９号 専決処分の承認を求めることについて 

             平成２６年度有田川町簡易排水事業特別会計補正予算（第１ 

             号） 

 日程第13 報告第10号 専決処分の承認を求めることについて 

             平成２６年度有田川町浄化槽事業特別会計補正予算（第１ 
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             号） 

 日程第14 報告第11号 専決処分の承認を求めることについて 

             平成２６年度有田川町かなや明恵峡温泉特別会計補正予算 

             （第２号） 

 日程第15 報告第12号 平成２６年度有田川町一般会計繰越明許費繰越計算書 

 日程第16 報告第13号 平成２６年度有田川町簡易水道事業特別会計繰越明許費繰越計 

            算書 

 日程第17 報告第14号 平成２６年度有田川町公共下水道事業特別会計繰越明許費繰越 

            計算書 

 日程第18 報告第15号 平成２６年度有田川町水道事業会計予算繰越計算書 

 日程第19 報告第16号 専決処分の承認を求めることについて 

             有田川町税条例等の一部を改正する条例の制定について 

 日程第20 報告第17号 専決処分の承認を求めることについて 

             有田川町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定に 

             ついて 

 日程第21 報告第18号 専決処分の承認を求めることについて 

             有田川町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定につ 

             いて 

 日程第22 報告第19号 一般財団法人有田川町ふるさと開発公社の経営状況について 

 日程第23 議案第50号 平成２７年度有田川町一般会計補正予算（第１号） 

 日程第24 議案第51号 平成２７年度有田川町水道事業会計補正予算（第１号） 

 日程第25 議案第52号 有田川町辺地総合整備計画の策定について 

 日程第26 議案第53号 平成２７年度公下第４号水尻工区管渠布設工事（第１６工区） 

            の請負契約について 

 日程第27 議案第54号 平成２７年度公下第５号水尻工区管渠布設工事（第１７工区） 

            の請負契約について 

 日程第28 議案第55号 平成２７年度公下第７号水尻工区管渠布設工事（第１９工区） 

            の請負契約について 

 日程第29 議案第56号 財産の取得について 

２ 出席議員は次のとおりである（１６名） 

    １番   谷 畑   進       ２番   小 林 英 世 

    ３番   辻 岡 俊 明       ４番   林   宣 男 

    ５番   森 本   明       ６番   殿 井   堯 

    ７番   佐々木 裕 哲       ８番   岡   省 吾 

    ９番   森 谷 信 哉       10番   堀 江 眞智子 

    11番   中 山   進       12番   新 家   弘 
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    13番   湊   正 剛       14番   増 谷   憲 

    15番   橋 爪 弘 典       16番   亀 井 次 男 

３ 欠席議員は次のとおりである（なし） 

４ 遅刻議員は次のとおりである（なし） 

５ 会議録署名議員 

    １番   谷 畑   進       ８番   岡   省 吾 

６ 地方自治法第１２１条により説明のため出席した者の氏名（１３名） 

   町 長  中 山 正 隆    副 町 長  山 﨑 博 司 

   住 民 税 務 部 長  清 水 美 宏    福 祉 保 健 部 長  辻     勇 

   総 務 政 策 部 長  林   孝 茂    消 防 長  上 嶋 敏 之 

   産 業 振 興 部 長  立 石 裕 視    建 設 環 境 部 長  佐々木   勝 

   総 務 課 長  中 硲   準    企 画 財 政 課 長  一ツ田 友 也 

   教 育 委 員 長  早 田 智 代    教 育 長  楠 木   茂 

   教 育 部 長  山 田 展 生 

７ 職務のために議場に出席した事務局職員の職氏名（２名） 

   事 務 局 長  中 西 満 雄    書 記  林   美 穂 

８ 議事の経過 

開会 ９時３０分 

○議長（中山 進） 

   おはようございます。 

   ただいまの出席議員は１６人であります。 

   定足数に達していますので、第２回有田川町議会定例会は成立いたしました。 

   ただいまから、平成２７年第２回有田川町議会定例会を開会します。 

～～～～～～～～～～～～～～～～ 

開議 ９時３３分 

○議長（中山 進） 

   会議を開きます。 

   本日の議事日程につきましては、お手元に配付のとおりであります。 

……………日程第１ 会議録署名議員の指名…………… 

○議長（中山 進） 

   日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

   本定例会の会議録署名議員は、会議規則第１２６条の規定により、議長において、

１番、谷畑進君、８番、岡省吾君を指名します。 

……………日程第２ 会期の決定…………… 

○議長（中山 進） 

   日程第２、会期の決定についてを議題とします。 
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   この際、議会運営委員会から、５月２８日に開催されました委員会の結果について

御報告願います。 

   議会運営委員会委員長、森谷信哉君。 

○議会運営委員長（森谷信哉） 

   おはようございます。 

   議長の指名がありましたので、議会運営委員会の開催結果について、御報告申し上

げます。 

   去る、５月２８日、議会運営委員会を開催し、本定例会の会期並びに日程、各常任

委員会の開催日程等について協議いたしました。 

   その結果、会期につきましては、本日から６月１８日までの１６日間と決定させて

いただきました。なお、一般質問は１１日、１２日としております。 

   議事日程については、お手元に配布されている日程表のとおりといたしたく思いま

す。 

   日程第４から日程第２９までの、報告１９件、議案７件について一括上程を行い、

当局から提案理由の説明を求めた後、全員協議会にて御審査いただきたいと思います。 

   なお、全員協議会が終わり次第、日程第４、報告第１号から日程第２２、報告第１

９号及び日程第２６、議案第５３号から日程第２８、議案第５５号についての議案審

議を本日お願いいたします。 

   この会期、日程等に御賛同賜り、円滑な議会運営ができますよう、議員各位の御協

力をお願い申し上げまして、御報告といたします。以上です。 

○議長（中山 進） 

   お諮りします。 

   ただいまの委員長からの報告のとおり、本定例会の会期は、本日から６月１８日ま

での１６日間にしたいと思います。 

   御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中山 進） 

   異議なしと認めます。 

   したがって、会期は、本日から６月１８日までの１６日間に決定しました。 

……………日程第３ 諸般の報告…………… 

○議長（中山 進） 

   日程第３、諸般の報告を行います。 

   本定例会に町長より提出された案件は、報告１９件、議案７件であります。 

   また、本日の説明員は町長ほか１２人であります。 

   次に、本定例会までに受理した請願について、年金引き下げの取りやめを求める請

願は産業建設住民常任委員会に、お手元に配付の文書表のとおり付託することに決定
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しましたので御了承願います。 

   次に、監査委員より、平成２７年２月、３月、４月分の例月現金出納検査の結果及

び平成２６年度水道事業棚卸検査の結果について、それぞれお手元に配付のとおり報

告されています。 

   以上で諸般の報告を終わります。 

   お諮りします。 

   日程第４から日程第２９までの報告１９件、議案７件を一括議題といたしたいと思

いますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中山 進） 

   異議なしと認めます。 

   したがって、日程第４から日程第２９までの報告１９件、議案７件を一括議題とし

ます。 

   提案理由の説明を求めます 

   町長、中山正隆君。 

○町長（中山正隆） 

   おはようございます。 

   本日、ここに平成２７年第２回有田川町議会定例会を招集しましたところ、議員各

位には何かとお忙しい中、御参集を賜り、厚くお礼を申し上げます。 

   提案理由の説明に先立ち、去る４月１日付で職員の人事異動を発令しましたので、

新たに出席する職員を御紹介いたします。消防長の上嶋敏之でございます。 

○消防長（上嶋敏之） 

   よろしくお願いします。 

○町長（中山正隆） 

   産業振興部の立石裕視でございます。 

○産業振興部長（立石裕視） 

   よろしくお願いします。 

○町長（中山正隆） 

   教育部長の山田展生でございます。 

○教育部長（山田展生） 

   よろしくお願いいたします。 

○町長（中山正隆） 

   以上で紹介を終わります。どうかよろしくお願い申し上げます。 

   なお、説明員として出席する者は、副町長、教育委員長、教育長、部長職７名、課

長職２名、私を含め１３名が常時出席いたします。 

   また、議案によって、清水行政局長初め課長等が出席する場合につきましては、当
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日の議会開会までに議長に申し出て、許可を得るようにしていきたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。 

   それでは、ただいま上程されました議案について、御説明申し上げます。 

   報告第１号から報告第１１号までの１１議案につきましては、地方自治法第１７９

条第３項の規定に基づき、平成２６年度一般会計、各特別会計補正予算について、専

決処分の承認を求めるものであります。 

   報告第１号は、平成２６年度有田川町一般会計補正予算第８号であります。今回の

補正は、町税、各交付金、地方交付税、国及び県支出金及び町債等の額が確定しまし

たので、これを補正するとともに、不用額となる未執行額を減額する一方、減債基金

に３億円、公共施設整備基金に３億円をそれぞれ積み立て、翌年度の財源として、予

備費に３億２，０４２万円を確保いたしております。これにより、２億７，９５７万

８，０００円の増額補正となり、補正後の予算総額は、１５４億６，５１６万６，０

００円と相なりました。 

   報告第２号は、平成２６年度有田川町国民健康保険事業特別会計補正予算第４号で

あります。今回の補正は、事業費が確定したことにより、国庫支出金、療養給付費交

付金及び繰入金等の額が確定しましたので、これを補正するとともに、不用額となる

未執行額を減額する一方、翌年度の財源として、予備費に５，３０９万９，０００円

を確保した結果、５，１７６万３，０００円の減額補正となり、補正後の予算総額は、

３８億７４５万２，０００円と相なりました。 

   報告第３号は、平成２６年度有田川町後期高齢者医療特別会計補正予算第５号であ

ります。今回の補正は、保健事業費が確定したことにより、不用額となる未執行額を

減額するとともに、翌年度の財源として予備費５９８万９，０００円を確保した結果、

４０３万９，０００円の増額補正となり、補正後の予算総額は、７億２，６４３万２，

０００円と相なりました。なお、財源として繰越金を計上するとともに、諸収入等を

減額しております。 

   報告第４号は、平成２６年度有田川町介護保険事業特別会計補正予算第４号であり

ます。今回の補正は、保険給付費等の事業費が確定したことにより、繰入金及び国・

県支出金、支払基金交付金等の額が確定しましたので、これを補正するとともに、不

用額となる未執行額を減額した結果、２億２，４９３万９，０００円の減額補正とな

り、補正後の予算総額は、２８億６，６３１万３，０００円と相なりました。 

   報告第５号は、平成２６年度有田川町特別養護老人ホーム等事業特別会計補正予算

第１号であります。今回の補正は、施設管理費等が確定したことにより、不用額とな

る未執行額を減額した結果、３０７万２，０００円の減額補正となり、補正後の予算

総額は、１４１万６，０００円と相なりました。 

   報告第６号は、平成２６年度有田川町簡易水道事業特別会計補正予算第４号であり

ます。今回の補正は、事業費、管理費等が確定したことにより、繰入金等が確定しま
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したので、これを補正するとともに、不用額を減額した結果、３，１４２万１，００

０円の減額補正となり、補正後の予算総額は、８億３，４３６万８，０００円と相な

りました。 

   報告第７号は、平成２６年度有田川町公共下水道事業特別会計補正予算第２号であ

ります。今回の補正は、事業費等が確定したことにより、負担金、国庫支出金、繰入

金、町債等の額が確定しましたので、これを補正するとともに、不用額となる未執行

額を減額する一方、公共下水道事業整備基金に４，１６８万２，０００円を積み立て

た結果、１億８，４１０万７，０００円の減額補正となり、補正後の予算総額は、１

３億３，２０４万３，０００円と相なりました。 

   報告第８号は、平成２６年度有田川町農業集落排水事業特別会計補正予算第１号で

あります。今回の補正は、分担金、使用料、繰入金等が確定しましたので、これを補

正するとともに、不用額となる未執行額を減額した結果、２３６万９，０００円の減

額補正となり、補正後の予算総額は、２億７，８５７万１，０００円と相なりました。 

   報告第９号は、平成２６年度有田川町簡易排水事業特別会計補正予算第１号であり

ます。今回の補正は、施設管理費等が確定したことに伴い、不用額となる未執行額４

１万２，０００円の減額補正となり、補正後の予算総額は、２０７万２，０００円と

相なりました。 

   報告第１０号は、平成２６年度有田川町浄化槽事業特別会計補正予算第１号であり

ます。今回の補正は、施設管理費等が確定したことに伴い、不用額となる未執行額３

６万９，０００円の減額補正となり、補正後の予算総額は、８１６万９，０００円と

相なりました。 

   報告第１１号は、平成２６年度有田川町かなや明恵峡温泉特別会計補正予算第２号

であります。今回の補正は、施設管理費等が確定したことにより、不用額となる未執

行額を減額した結果、８３８万９，０００円の減額補正となり、補正後の予算総額は、

６，７６１万１，０００円と相なりました。 

   報告第１２号は、平成２６年度有田川町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告につ

いてであります。平成２６年度の一般会計予算の経費を平成２７年度に繰り越して使

用するため、繰越計算書を調製しましたので、これを報告するものであります。 

   報告第１３号は、平成２６年度有田川町簡易水道事業特別会計繰越明許費繰越計算

書の報告についてであります。平成２６年度の簡易水道事業特別会計予算の経費を平

成２７年度に繰り越して使用するため、繰越計算書を調製しましたので、これを報告

するものであります。 

   報告第１４号は、平成２６年度有田川町公共下水道事業特別会計繰越明許費繰越計

算書の報告についてであります。平成２６年度の公共下水道事業特別会計予算の経費

を平成２７年度に繰り越して使用するため、繰越計算書を調製しましたので、これを

報告するものであります。 
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   報告第１５号は、平成２６年度有田川町水道事業会計予算繰越計算書の報告につい

てであります。平成２６年度の水道事業会計予算の経費を平成２７年度に繰り越して

使用するため、繰越計算書を調製しましたので、これを報告するものであります。 

   報告第１６号から報告第１８号までの３議案は、地方自治法第１７９条第３項の規

定に基づき、条例制定の専決処分について議会の承認を求めるものであります。 

   報告第１６号は、有田川町税条例等の一部を改正する条例の制定についてでありま

す。地方税法等の一部を改正する法律が平成２７年３月３１日に公布され、４月１日

から施行されることとなったのに伴い、有田川町税条例の一部を速やかに改正する必

要が生じたため、条例の一部改正を専決処分したものであります。主な改正点としま

しては、住民税関係では、個人住民税のふるさと納税に係る特例控除額の上限を所得

割額の１割から２割に拡充。また確定申告が不要な給与所得者等がふるさと納税を行

う場合に、確定申告をせずにワンストップで寄附金税額控除が受けられる特例を創設

します。軽自動車税関係では、グリーン化特例の導入及び税率引き上げ時期の延期を

行います。地方たばこ税については、旧３級品の製造たばこに係る特例税率を平成２

８年４月１日から平成３１年４月１日までの間に４段階で縮小・廃止いたします。以

上の改正を行うため、本条例の一部を改正したものであります。 

   報告第１７号は、有田川町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定につい

てであります。地方税法等の一部を改正する法律が平成２７年３月３１日に公布され、

４月１日から施行されることとなったのに伴い、有田川町国民健康保険税条例の一部

を速やかに改正する必要が生じたため、条例の一部改正を専決処分したものでありま

す。主な改正点として、基礎課税額、後期高齢者支援金等課税額及び介護納付金課税

額に係る課税限度額の引き上げを行うとともに、軽減措置については、世帯の軽減判

定所得の算定において被保険者の数に乗ずべき金額の引き上げを行います。以上の改

正を行うため、本条例の一部を改正したものであります。 

   報告第１８号は、有田川町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について

であります。国民健康保険法の一部を改正する法律が、平成２７年４月１日から施行

され、同法第７２条の４が第７２条の５となったことに伴い、これを引用している有

田川町国民健康保険条例を同日に改正する必要が生じたため、条例の一部改正を専決

処分したものであります。 

   報告第１９号は、一般財団法人有田川町ふるさと開発公社の経営状況についてであ

ります。公の施設における指定管理者として、平成２６年度、１年間の業績に関して

見てみますと、事業収入は１億９，４７４万円、前年比９８．５％となりました。こ

の減少の大きな要因としましては、毎年の繁忙期に当たる７月、８月に悪天候が続い

た影響が大きく、その２カ月間だけで前年比で約６００万円の収入減となりました。

ふれあいの丘はもとより、キャンプ場利用客の減少により他の施設への影響も大きく、

全体の減収減益となっています。一方、新しく生まれ変わった、あさぎりにおいては、
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６，５４１万円、前年比１１８．５％、コテージ・やすけが１，２４９万円、前年比

１０５．５％と昨年を上回る増収となっていますが、アウトドア系施設での減収が災

いし、事業収入全体では前年比で約３００万円の減収となっています。また、事業費

用は、５，７９０万円、前年比９４．４％となり、前年比で約３４５万円の減少とな

っています。次に各施設全体の管理費用は、１億６，１８２万円、前年比１００．

７％となりました。主な内容としましては、あさぎりの営業期間が前年度よりふえた

ことなどが原因で人件費が約１８９万円増加しました。電気料金の値上げ等により光

熱水費が、５４万円、消費税８％への増税で約４６万円増加しており、管理費全体で

は前年比で約１０５万円の増加となっています。次に、営業利益は、事業収入１億９，

４７４万円から事業費用と管理費用をあわせた費用２億１，９７２万円を差し引いた

結果、マイナスの２，４９８万円となり、昨年に比べると約５９万円の減益となりま

した。これに指定管理料などを含めた年間の経常利益は、マイナス９０５万円の経常

損失となり、前年比で１５２万円の減益となりましたことを御報告させていただきま

す。今後は電気料金、油類や食材等の値上がりも予想される中、一層の経営努力をす

るよう、申し入れをしております。 

   また、昨年度、和歌山県では世界遺産登録１０周年を契機とした記念事業や、和歌

山デスティネーションキャンペーンなど大型観光キャンペーンが、そして、ことし４

月、５月には高野山開創１２００年記念大法会が催行されました。秋には紀の国わか

やま国体・紀の国わかやま大会が開催されます。さらに平成２８年１月からは、ＮＨ

Ｋ大河ドラマ真田丸が放映される予定であり、まさしく観光につきましてはゴールデ

ンイヤーと呼ぶにふさわしい年を迎えています。 

   有田川町も、町制施行１０周年目を迎え、有田川町の魅力を再発見してもらうため

に記念事業として、Ｓｗｅｅｔ １０ Ａｒｉｄａｇａｗａ ２０１５を実施していま

す。これらを契機として、またとないチャンスと位置づけ、今まで以上に創意工夫を

し、結果を残していくよう、ふるさと開発公社に強く申し入れをしたいと考えている

ところでありますので、議員皆様方の御指導、御協力をよろしくお願い申し上げます。 

   議案第５０号は、平成２７年度有田川町一般会計補正予算第１号であります。今回

の補正の主なものは、２款総務費の総務管理費では、企画費のふるさと応援寄附者へ

のお礼として３，７５０万円を、手数料等に１３４万円を、３款民生費の社会福祉費

では、老人福祉費で、介護保険システム改修委託料として３２４万円を、児童福祉費

では、児童福祉総務費で、放課後児童健全育成事業委託料として３７４万４，０００

円を、自動車購入費に１２０万円を、また、チャイルドシート購入費補助金を１１０

万円減額、４款衛生費の保健衛生費では予防費の小児インフルエンザ接種助成金を６

２４万円減額、７款商工費の観光費では、宝くじ市町村交付金を活用してイベント補

助金に８０万円を、８款土木費の道路橋りょう費では、道路新設改良費の事業費を３，

２６９万９，０００円減額、都市計画費の景観形成支援事業補助金に１５０万円を、
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１０款教育費の教育総務費では、義務教育振興費で特別支援員の賃金に６５万８，０

００円を、社会教育費の図書館費では、イベント委託料等を２１４万円減額、１３款

諸支出金の基金費では、ふるさと応援基金積立金に７，５００万円を計上し、その他

所要の補正を行った結果、今回の補正額は、８，１９５万円の追加となり、補正後の

予算総額は、１６１億７，７９５万円と相なりました。なお、補正額の財源といたし

まして、寄附金、繰越金等を充てるとともに国庫支出金、地方債を減額しています。 

   議案第５１号は、平成２７年度有田川町水道事業会計補正予算第１号であります。

収益的予算の補正として、収入では、水道事業収益の現計予算４億７７５万５，００

０円に対し、１，４２２万２，０００円の増となります。その主な内容は、湯浅分水

の給水収益であり、補正後の予算額は４億２，１９７万７，０００円となります。支

出では、水道事業費用の現計予算３億８，０３８万２，０００円に対し１０５万３，

０００円の増となります。その主な内容は、湯浅分水の給水収益に対して課される消

費税であり、補正後の予算額は３億８，１４３万５，０００円となります。 

   議案第５２号は、有田川町辺地総合整備計画の策定についてであります。沼谷辺地

地域において、火災時における初期消火体制の確保、地域住民の生活安全を図るため、

防火水槽の設置を新規に計画策定するため、辺地に係る公共的施設の総合整備のため

の財政上の特別措置等に関する法律第３条第１項の規定により、議会の議決をお願い

するものであります。 

   議案第５３号から議案第５５号までの３議案は、工事請負契約の締結について議会

の議決をお願いするものであります。 

   議案第５３号は、平成２７年度公下第４号水尻工区管渠布設工事（第１６工区）の

請負契約についてであります。平成２７年度公下第４号水尻工区管渠布設工事（第１

６工区）を施工するため、平成２７年５月１４日、８業者を指名し、競争入札に付し

たところ、有田川町水尻６６１番地、株式会社有新建設代表取締役土居正典氏が、６，

３１８万円で落札いたしましたので、工事請負契約を締結するに当たり、議会の議決

をお願いするものであります。 

   議案第５４号は、平成２７年度公下第５号水尻工区管渠布設工事（第１７工区）の

請負契約についてであります。平成２７年度公下第５号水尻工区管渠布設工事（第１

７工区）を施工するため、平成２７年５月１４日、８業者を指名し、競争入札に付し

たところ、有田川町小島３１３番地９、株式会社ケイズ代表取締役北畑貴行氏が、４，

９７８万８，０００円で落札いたしましたので、工事請負契約を締結するに当たり、

議会の議決をお願いするものであります。 

   議案第５５号は、平成２７年度公下第７号水尻工区管渠布設工事（第１９工区）の

請負契約についてであります。平成２７年度公下第７号水尻工区管渠布設工事（第１

９工区）を施工するため、平成２７年５月１４日、８業者を指名し、競争入札に付し

たところ、有田川町吉見６１９番地１、株式会社合同興業代表取締役赤井美宣氏が、
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６，３６１万２，０００円で落札いたしましたので、工事請負契約を締結するに当た

り、議会の議決をお願いするものであります。 

   議案第５６号は、財産の取得についてであります。資器材搬送車の購入について、

平成２７年５月２１日、１３業者を指名し、競争入札に付したところ、有田川町小島

３００番地、三恵自動車株式会社代表取締役前田芳見氏が７７８万円で落札いたしま

したので、物品購入契約を締結するに当たり、議会の議決をお願いするものでありま

す。 

   以上で提出議案に対する私の説明を終わります。何とぞ、御審議の上、御賛同賜り

ますよう、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（中山 進） 

   以上で、町長の提案理由の説明が終わりました。 

   続きまして、補足説明はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

   ないようですので、提案理由の説明を終わります。 

   暫時休憩いたします。 

   休憩中に、３階中会議室において全員協議会を開催いたしますので、よろしくお願

いします。 

～～～～～～～～～～～～～～～～ 

休憩 １０時０５分 

再開 １３時５８分 

～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（中山 進） 

   再開いたします。 

……………日程第４ 報告第１号…………… 

○議長（中山 進） 

   日程第４、報告第１号、専決処分の承認を求めることについて。平成２６年度有田

川町一般会計補正予算第８号を議題とします。 

   質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中山 進） 

   質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「討論なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中山 進） 

   討論なしと認めます。 

   これより、採決を行います。 

－１１－ 



   本件を承認することに賛成の方は、起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（中山 進） 

   起立全員であります。 

   よって本件は承認することに決定しました。 

……………日程第５ 報告第２号…………… 

○議長（中山 進） 

   日程第５、報告第２号、専決処分の承認を求めることについて。平成２６年度有田

川町国民健康保険事業特別会計補正予算第４号を議題とします。 

   質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中山 進） 

   質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「討論なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中山 進） 

   討論なしと認めます。 

   これより、採決を行います。 

   本件を承認することに賛成の方は、起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（中山 進） 

   起立全員であります。 

   よって本件は承認することに決定しました。 

……………日程第６ 報告第３号…………… 

○議長（中山 進） 

   日程第６、報告第３号、専決処分の承認を求めることについて。平成２６年度有田

川町後期高齢者医療特別会計補正予算第５号を議題とします。 

   質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中山 進） 

   質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「討論なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中山 進） 

   討論なしと認めます。 

   これより、採決を行います。 
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   本件を承認することに賛成の方は、起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（中山 進） 

   起立全員であります。 

   よって本件は承認することに決定しました。 

……………日程第７ 報告第４号…………… 

○議長（中山 進） 

   日程第７、報告第４号、専決処分の承認を求めることについて。平成２６年度有田

川町介護保険事業特別会計補正予算第４号を議題とします。 

   質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中山 進） 

   質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「討論なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中山 進） 

   討論なしと認めます。 

   これより、採決を行います。 

   本件を承認することに賛成の方は、起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（中山 進） 

   起立全員であります。 

   よって本件は承認することに決定しました。 

……………日程第８ 報告第５号…………… 

○議長（中山 進） 

   日程第８、報告第５号、専決処分の承認を求めることについて。平成２６年度有田

川町特別養護老人ホーム等事業特別会計補正予算第１号を議題とします。 

   質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中山 進） 

   質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「討論なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中山 進） 

   討論なしと認めます。 

   これより、採決を行います。 
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   本件を承認することに賛成の方は、起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（中山 進） 

   起立全員であります。 

   よって本件は承認することに決定しました。 

……………日程第９ 報告第６号…………… 

○議長（中山 進） 

   日程第９、報告第６号、専決処分の承認を求めることについて。平成２６年度有田

川町簡易水道事業特別会計補正予算第４号を議題とします。 

   質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中山 進） 

   質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「討論なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中山 進） 

   討論なしと認めます。 

   これより、採決を行います。 

   本件を承認することに賛成の方は、起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（中山 進） 

   起立全員であります。 

   よって本件は承認することに決定しました。 

……………日程第１０ 報告第７号…………… 

○議長（中山 進） 

   日程第１０、報告第７号、専決処分の承認を求めることについて。平成２６年度有

田川町公共下水道事業特別会計補正予算第２号を議題とします。 

   質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中山 進） 

   質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「討論なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中山 進） 

   討論なしと認めます。 

   これより、採決を行います。 
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   本件を承認することに賛成の方は、起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（中山 進） 

   起立全員であります。 

   よって本件は承認することに決定しました。 

……………日程第１１ 報告第８号…………… 

○議長（中山 進） 

   日程第１１、報告第８号、専決処分の承認を求めることについて。平成２６年度有

田川町農業集落排水事業特別会計補正予算第１号を議題とします。 

   質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中山 進） 

   質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「討論なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中山 進） 

   討論なしと認めます。 

   これより、採決を行います。 

   本件を承認することに賛成の方は、起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（中山 進） 

   起立全員であります。 

   よって本件は承認することに決定しました。 

……………日程第１２ 報告第９号…………… 

○議長（中山 進） 

   日程第１２、報告第９号、専決処分の承認を求めることについて。平成２６年度有

田川町簡易排水事業特別会計補正予算第１号を議題とします。 

   質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中山 進） 

   質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「討論なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中山 進） 

   討論なしと認めます。 

   これより、採決を行います。 
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   本件を承認することに賛成の方は、起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（中山 進） 

   起立全員であります。 

   よって本件は承認することに決定しました。 

……………日程第１３ 報告第１０号…………… 

○議長（中山 進） 

   日程第１３、報告第１０号、専決処分の承認を求めることについて。平成２６年度

有田川町浄化槽事業特別会計補正予算第１号を議題とします。 

   質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中山 進） 

   質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「討論なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中山 進） 

   討論なしと認めます。 

   これより、採決を行います。 

   本件を承認することに賛成の方は、起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（中山 進） 

   起立全員であります。 

   よって本件は承認することに決定しました。 

……………日程第１４ 報告第１１号…………… 

○議長（中山 進） 

   日程第１４、報告第１１号、専決処分の承認を求めることについて。平成２６年度

有田川町かなや明恵峡温泉特別会計補正予算第２号を議題とします。 

   質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中山 進） 

   質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「討論なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中山 進） 

   討論なしと認めます。 

   これより、採決を行います。 
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   本件を承認することに賛成の方は、起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（中山 進） 

   起立全員であります。 

   よって本件は承認することに決定しました。 

……………日程第１５ 報告第１２号…………… 

○議長（中山 進） 

   日程第１５、報告第１２号、平成２６年度有田川町一般会計繰越明許費繰越計算書

を議題とします。 

   質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中山 進） 

   質疑なしと認め、これで報告を終わります。 

……………日程第１６ 報告第１３号…………… 

○議長（中山 進） 

   日程第１６、報告第１３号、平成２６年度有田川町簡易水道事業特別会計繰越明許

費繰越計算書を議題とします。 

   質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中山 進） 

   質疑なしと認め、これで報告を終わります。 

……………日程第１７ 報告第１４号…………… 

○議長（中山 進） 

   日程第１７、報告第１４号、平成２６年度有田川町公共下水道事業特別会計繰越明

許費繰越計算書を議題とします。 

   質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中山 進） 

   質疑なしと認め、これで報告を終わります。 

……………日程第１８ 報告第１５号…………… 

○議長（中山 進） 

   日程第１８、報告第１５号、平成２６年度有田川町水道事業会計予算繰越計算書を

議題とします。 

   質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中山 進） 

－１７－ 



   質疑なしと認め、これで報告を終わります。 

……………日程第１９ 報告第１６号…………… 

○議長（中山 進） 

   日程第１９、報告第１６号、専決処分の承認を求めることについて。有田川町税条

例等の一部を改正する条例の制定についてを議題とします。 

   質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中山 進） 

   質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「討論なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中山 進） 

   討論なしと認めます。 

   これより、採決を行います。 

   本件を承認することに賛成の方は、起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（中山 進） 

   起立全員であります。 

   よって本件は承認することに決定しました。 

……………日程第２０ 報告第１７号…………… 

○議長（中山 進） 

   日程第２０、報告第１７号、専決処分の承認を求めることについて。有田川町国民

健康保険税条例の一部を改正する条例の制定についてを議題とします。 

   質疑を行います。質疑はありませんか。 

   １４番、増谷憲君。 

○１４番（増谷 憲） 

   １４番、増谷です。報告第１７号、国保税条例の一部改正について質疑をさせてい

ただきます。４点ばかり質疑をします。 

   まず、最初に、今回の国保税の賦課限度額を引き上げる改正となっていますが、今

回の医療分と後期高齢支援分で各１万円、介護分で２万円引き上げて、合計８１万円

から８５万円に引き上げる内容となっています。そこで、この賦課限度額の制度をつ

くったそもそもの理由について、まず伺っておきたいと思います。２つ目に賦課限度

額を設定する場合の積算でありますが、厚生労働省は、この限度額超過世帯の割合を

１．５％に近づけるために、賦課限度額を引き上げていくとお聞きしますが、そうい

うことでいいのですか、確認します。３つ目に、そうなりますと、１．５％となれば、

医療分、後期支援分、介護分、そして合計の賦課限度額はどのくらいになりますか、
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示していただきたいと思います。 

   ４つ目、最後ですが、国保税の賦課限度額に達する世帯でありますが、例えば単身

世帯で、固定資産税３万円の場合と、ない場合で見ますと、給与収入で約１，０００

万円、それから給与所得で８００万円前後の世帯と見ていいのでしょうか、示してい

ただきたいと思います。以上です。 

○議長（中山 進） 

   住民税務部長、清水美宏君。 

○住民税務部長（清水美宏） 

   増谷議員さんの御質疑にお答えいたします。 

   まず、１つ目の限度額という制度を設定した理由はということでございますが、地

方税は本来、各人の税負担能力に応じて平等に負担されるべき応能原則という原則に

基づいておりますが、国民健康保険税については国保料という性格から、その応能原

則にも一定の制限を設けることが適当であるとして、国保創設時より政令において課

税限度額が定められております。 

   次に、２点目の賦課限度額を設定する場合の積算は、厚労省は限度額超過世帯の割

合を１．５％に近づけるため、上げていくと聞きますが、そういうことですかという

ことでございますが、そのとおりでございます。被用者保険におけるルールとのバラ

ンスを考慮し、当面は限度額超過世帯の割合で１．５％に近づくまで段階的に賦課限

度を引き上げる方針とされており、賦課限度額の引き上げについては持続可能な社会

保障制度の確立を図るための改革の推進に関する法律により定められておるところで

す。 

   ３点目の、そうなれば、１．５％となると、限度額はどのくらいになりますかとい

うことでございますが、限度超過割合１．５％への到達見込みを試算しますと、基礎

の医療分で限度額８０万円、後期の支援分で限度額２２万円、介護分で１７万円、合

計１１９万円となります。 

   最後の４点目の単身世帯で、国保税の計算が４方式計算で、給与収入で約１，００

０万円、給与所得で８００万円前後の世帯でいいですが、固定資産税３万円の場合と、

固定資産税がない場合でどうかということでございますが、増谷議員さんがお見込み

のとおり、ほぼ、固定資産税３万円の場合で給与収入は１，０８５万円、所得では８

５６万円でございます。また、固定資産税がない場合は給与収入１，０９７万円、所

得で８６７万円でございます。 

   以上でございます。何とぞ、御承認賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

○議長（中山 進） 

   １４番議員、よろしいですか。 

   ほかに質疑はありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（中山 進） 

   質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論はありませんか。 

   １４番、増谷憲君。 

○１４番（増谷 憲） 

   報告第１７号について反対の立場から討論させていただきます。 

   今回、国の改正によるものでありますが、国保税限度額の引き上げというのは、地

方税法施行令の一部改正に伴うもので、厚生労働省が３月４日、国保法施行令の一部

改正に基づくもので、賦課限度額を４万円引き上げて、８５万円に改正するものであ

ります。これで引き上げは２年連続で、厚生労働省は限度額引き上げで高所得者層に、

より多く負担してもらい、中間所得者に配慮した税の設定が可能だと説明しておりま

すけれども、しかし町民の重税感はかなりだと考えます。配慮というのであれば、８

４年以前の水準に国庫負担を戻し、町民の負担を全体的に軽減することではないでし

ょうか。 

   厚労省の試算によりますと、引き上げた後に限度額に達するのは単身世帯で、固定

資産税３万円とすれば、給与収入で１，０８５万円、給与所得で８５６万円の世帯と

なります。その場合でも限度額８５万円は所得の１０％を国保税が占めるということ

になります。これが１．５％まで限度額を持っていきますと、医療分で８０万円、後

期支援分で２２万円、介護分で１７万円となり、合計限度額が１１９万円となってし

まいます。ここまで引き上げを予定していますから、これは先ほどの給与収入の１

１％、所得の１４％にもなってしまいます。 

   国保税になぜ限度額が設けられたのか、先ほどの答弁のとおり、応能原則であって

も、例えば借金返済などのために資産を売却し、一時的に所得がふえて国保税が青天

井にはね返るということがないように、制限を設けるほうが適当だということからき

ました。 

   政府は国保税の限度額の引き上げを、財政基盤強化の一環として、社会保障制度改

革プログラム法に規定しましたが、そして、これまで協会けんぽの保険料限度額を参

考にしていくということでありましたが、被用者保険とほぼ同様に限度額超過世帯の

割合が１．５％に近づくよう、段階的に引き上げるとしました。厚労省の推計では今

回の改正で、限度額超過世帯の割合が２．２５％へ、０．２１ポイント減少する見通

しだということで、１．５％まで近づくまで、今後も引き上げていく姿勢であります。

ですから、国保税の課税限度額は法定の額の範囲内で市町村が独自に設定できるもの

でありますから、限度額の引き上げには賛成できないことを申し上げまして、反対の

討論といたします。 

○議長（中山 進） 

   ほかに討論はありませんか。 
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〔「討論なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中山 進） 

   これで討論を終わります。 

   これより、採決を行います。 

   本件を承認することに賛成の方は、起立願います。 

〔起立多数〕 

○議長（中山 進） 

   起立多数であります。 

   よって本件は承認することに決定しました。 

……………日程第２１ 報告第１８号…………… 

○議長（中山 進） 

   日程第２１、報告第１８号、専決処分の承認を求めることについて。有田川町国民

健康保険条例の一部を改正する条例の制定についてを議題とします。 

   質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中山 進） 

   質疑なしと認めます。 

   これより討論を行います。討論はありませんか。 

〔「討論なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中山 進） 

   討論なしと認めます。 

   これより、採決を行います。 

   本件を承認することに賛成の方は、起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（中山 進） 

   起立全員であります。 

   よって本件は、承認することに決定しました。 

○議長（中山 進） 

   お諮りします。 

   日程順序を変更し、日程第２６、議案第５３号から、日程第２８、議案第５５号ま

でを先に審議したいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中山 進） 

   異議なしと認めます。 

   日程の順序を変更し、日程第２６、議案第５３号から、日程第２８、議案第５５号

までを先に審議することに決定しました。 
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……………日程第２６ 議案第５３号…………… 

○議長（中山 進） 

   日程第２６、議案第５３号、平成２７年度公下第４号水尻工区管渠布設工事（第１

６工区）の請負契約についてを議題とします。 

   質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中山 進） 

   質疑なしと認めます。 

   これより討論を行います。討論はありませんか。 

〔「討論なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中山 進） 

   討論なしと認めます。 

   これより、採決を行います。 

   本案は、原案のとおり決することに賛成の方は、起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（中山 進） 

   起立全員であります。 

   よって本案は原案のとおり可決されました。 

……………日程第２７ 議案第５４号…………… 

○議長（中山 進） 

   日程第２７、議案第５４号、平成２７年度公下第５号水尻工区管渠布設工事（第１

７工区）の請負契約についてを議題とします。 

   質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中山 進） 

   質疑なしと認めます。 

   これより討論を行います。討論はありませんか。 

〔「討論なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中山 進） 

   討論なしと認めます。 

   これより、採決を行います。 

   本案は、原案のとおり決することに賛成の方は、起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（中山 進） 

   起立全員であります。 

   よって本案は原案のとおり可決されました。 
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……………日程第２８ 議案第５５号…………… 

○議長（中山 進） 

   日程第２８、議案第５５号、平成２７年度公下第７号水尻工区管渠布設工事（第１

９工区）の請負契約についてを議題とします。 

   質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中山 進） 

   質疑なしと認めます。 

   これより討論を行います。討論はありませんか。 

〔「討論なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中山 進） 

   討論なしと認めます。 

   これより、採決を行います。 

   本案は、原案のとおり決することに賛成の方は、起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（中山 進） 

   起立全員であります。 

   よって本案は原案のとおり可決されました。 

○議長（中山 進） 

   お諮りします。 

   日程第２２、報告第１９号と、日程第２３、議案第５０号から日程第２５、議案第

５２号まで、及び日程第２９、議案第５６号を提案理由の説明だけにとどめ、議案調

査のため、審議を中止したいと思いますが、これに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中山 進） 

   異議なしと認めます。 

   本日の会議は、これで延会にしたいと思います。 

   なお、次回の本会議は、６月１１日木曜日、午前９時３０分に開会します。 

   この後、委員会室において議会広報編集特別委員会を開催しますので、委員の方は

よろしくお願いいたします。 

～～～～～～～～～～～～～～～～ 

延会 １４時２６分 


